
（（（（仮称仮称仮称仮称））））やまなしやまなしやまなしやまなし森林森林森林森林・・・・林業再生林業再生林業再生林業再生ビジョンビジョンビジョンビジョン（（（（素案概要素案概要素案概要素案概要）　　）　　）　　）　　
　　　　 　　　　 　　　～　「　　　～　「　　　～　「　　　～　「育育育育てるてるてるてる」」」」からからからから「「「「活用活用活用活用」」」」へへへへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業のののの再生再生再生再生をををを目指目指目指目指してしてしてして～～～～

Ⅵ 基本方針と数値目標本ビジョンは、森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化を的確に捉え、「森林づくり」、「産業づくり」、

「山村・人づくり」を３本の柱とし、その目指すべき姿を示したうえで、それぞれの実現に向け、基本目標及び

施策推進の基本方針を明らかにし、本県の森林・林業・木材産業の再生を図る。

◆◆◆◆国国国国のののの動向動向動向動向

Ⅲ 森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化

Ⅰ 策定の趣旨 Ⅱ 目標年次

Ⅴ 目指すべき姿と基本目標

１１１１ 公益的機能公益的機能公益的機能公益的機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする多様多様多様多様でででで健全健全健全健全なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全
２２２２ 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな森林森林森林森林づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

３３３３ 安定的安定的安定的安定的・・・・持続的持続的持続的持続的にににに木材生産木材生産木材生産木材生産をををを行行行行うううう人工林人工林人工林人工林のののの整備整備整備整備

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

森森森森
林林林林
づづづづ

平成３３年度 （１０年後）

資料資料資料資料 １１１１

Ⅵ 基本方針と数値目標本ビジョンは、森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化を的確に捉え、「森林づくり」、「産業づくり」、

「山村・人づくり」を３本の柱とし、その目指すべき姿を示したうえで、それぞれの実現に向け、基本目標及び

施策推進の基本方針を明らかにし、本県の森林・林業・木材産業の再生を図る。

◆◆◆◆国国国国のののの動向動向動向動向
・森林・林業再生プランの策定(H21)

・森林法の改正(H23)及び森林・林業基本計画の改定(H23)

・公共建築物等木材利用促進法の制定（H22）

・生物多様性基本法の制定（H20）

◆◆◆◆県県県県のののの動向動向動向動向
・山梨県産業振興ビジョンの策定(H23.3)

・森林環境税の導入予定(H24.4)

・山梨県内における公共建築物等木材利用促進に関する

県方針の策定(H23.3)

・林業公社改革プランの策定(H23.12)

Ⅳ 現状と課題

Ⅲ 森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化

＜＜＜＜現状現状現状現状＞＞＞＞
・森林資源の充実、偏った齢級構成（下グラフ参照）

Ⅰ 策定の趣旨 Ⅱ 目標年次

Ⅴ 目指すべき姿と基本目標

● 「森林づくり」、「産業づくり」、「山村・人づくり」を３本の柱とし、その

目指すべき姿を示すとともに、基本目標を設定

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：多面的機能多面的機能多面的機能多面的機能がががが高度高度高度高度にににに発揮発揮発揮発揮されるされるされるされる積極的積極的積極的積極的なななな森林整備森林整備森林整備森林整備のののの推進推進推進推進

◆◆◆◆産業産業産業産業づくりづくりづくりづくり

施業の集約化や路網などの生産基盤が整備され、継続的な木材生

産により林業が再生するとともに、木材の加工・流通の合理化が進み、

品質・性能の確かな製材品等が安定的に供給され、住宅や公共施設

で県産材利用や木質バイオマスが利活用されている。

◆◆◆◆森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり

荒廃した森林が再生し、多様な林齢や樹種からなる「健全な森林」が

広がり、公益的機能が高度に発揮されるとともに、安定的・持続的に木

材が生産され、森林資源を無駄なく、有効に活用されている。

１１１１ 公益的機能公益的機能公益的機能公益的機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする多様多様多様多様でででで健全健全健全健全なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全
２２２２ 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな森林森林森林森林づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

３３３３ 安定的安定的安定的安定的・・・・持続的持続的持続的持続的にににに木材生産木材生産木材生産木材生産をををを行行行行うううう人工林人工林人工林人工林のののの整備整備整備整備

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・荒廃した民有林の整備面積 8,000ha  (H22 － )

・山地災害危険地区の整備着手件数 2,328箇所 (H22  2,178箇所)

・森林経営計画認定面積（民有林） 56,000ha (H22  44,484ha)

・林内路網の整備延長 5,340km (H22   4,304km)

森森森森
林林林林
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 生産性生産性生産性生産性、、、、収益性収益性収益性収益性のののの高高高高いいいい林業林業林業林業のののの構築構築構築構築

２２２２ 競争力競争力競争力競争力のあるのあるのあるのある木材産業木材産業木材産業木材産業のののの構築構築構築構築とととと県産材県産材県産材県産材のののの利用拡大利用拡大利用拡大利用拡大

３３３３ 木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス利活用利活用利活用利活用のののの促進促進促進促進

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・素材生産量 267千m3  (H22  148千m3／年)

・高性能林業機械保有台数 90台 (H21  44台)

・認証材を使用した建築物の建築棟数 110棟／年 (H22  56棟／年)

産産産産
業業業業
づづづづ
くくくく
りりりり

平成３３年度 （１０年後）

資料資料資料資料 １１１１

Ⅵ 基本方針と数値目標本ビジョンは、森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化を的確に捉え、「森林づくり」、「産業づくり」、

「山村・人づくり」を３本の柱とし、その目指すべき姿を示したうえで、それぞれの実現に向け、基本目標及び

施策推進の基本方針を明らかにし、本県の森林・林業・木材産業の再生を図る。

◆◆◆◆国国国国のののの動向動向動向動向
・森林・林業再生プランの策定(H21)

・森林法の改正(H23)及び森林・林業基本計画の改定(H23)

・公共建築物等木材利用促進法の制定（H22）

・生物多様性基本法の制定（H20）

◆◆◆◆県県県県のののの動向動向動向動向
・山梨県産業振興ビジョンの策定(H23.3)

・森林環境税の導入予定(H24.4)

・山梨県内における公共建築物等木材利用促進に関する

県方針の策定(H23.3)

・林業公社改革プランの策定(H23.12)

Ⅳ 現状と課題

Ⅲ 森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化

＜＜＜＜現状現状現状現状＞＞＞＞
・森林資源の充実、偏った齢級構成（下グラフ参照）

・採算性の悪化等による手入れ不足の人工林の増加

・野生鳥獣被害等の拡大

・路網整備や高性能林業機械導入の遅れ

・製材工場が零細、質・量面で製品供給体制が未整備

・生産者の減少等による特用林産物生産量の減少

・担い手の減少・高齢化、不在村化の進行

・耕作放棄地の増加、里山林の荒廃

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞
・荒廃した人工林の整備、公益的機能の回復

・持続的な木材生産に向けた齢級構成の平準化

・効果的な獣害防除対策の推進

・施業集約化や低コスト作業システムの確立等による

安定的な林業経営の確立

Ⅰ 策定の趣旨 Ⅱ 目標年次

Ⅴ 目指すべき姿と基本目標

● 「森林づくり」、「産業づくり」、「山村・人づくり」を３本の柱とし、その

目指すべき姿を示すとともに、基本目標を設定

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：多面的機能多面的機能多面的機能多面的機能がががが高度高度高度高度にににに発揮発揮発揮発揮されるされるされるされる積極的積極的積極的積極的なななな森林整備森林整備森林整備森林整備のののの推進推進推進推進

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：持続的持続的持続的持続的かつかつかつかつ健全健全健全健全なななな林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業へのへのへのへの再生再生再生再生

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化とととと森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを担担担担うううう人人人人づくりづくりづくりづくり

◆◆◆◆産業産業産業産業づくりづくりづくりづくり

施業の集約化や路網などの生産基盤が整備され、継続的な木材生

産により林業が再生するとともに、木材の加工・流通の合理化が進み、

品質・性能の確かな製材品等が安定的に供給され、住宅や公共施設

で県産材利用や木質バイオマスが利活用されている。

◆◆◆◆山村山村山村山村、、、、人人人人づくりづくりづくりづくり

里山林の再生や耕作放棄地が解消され、野生鳥獣との棲み分けによ

る獣害の減少、森林資源を活用した多様な産業の創出や６次産業化な

どにより若者の定住が進み、山村が活性化している。また、林業・木材

産業を担う高度な知識・技術を有した人材が育っている。

◆◆◆◆森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり

荒廃した森林が再生し、多様な林齢や樹種からなる「健全な森林」が

広がり、公益的機能が高度に発揮されるとともに、安定的・持続的に木

材が生産され、森林資源を無駄なく、有効に活用されている。

１１１１ 公益的機能公益的機能公益的機能公益的機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする多様多様多様多様でででで健全健全健全健全なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全
２２２２ 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな森林森林森林森林づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

３３３３ 安定的安定的安定的安定的・・・・持続的持続的持続的持続的にににに木材生産木材生産木材生産木材生産をををを行行行行うううう人工林人工林人工林人工林のののの整備整備整備整備

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・荒廃した民有林の整備面積 8,000ha  (H22 － )

・山地災害危険地区の整備着手件数 2,328箇所 (H22  2,178箇所)

・森林経営計画認定面積（民有林） 56,000ha (H22  44,484ha)

・林内路網の整備延長 5,340km (H22   4,304km)

森森森森
林林林林
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 生産性生産性生産性生産性、、、、収益性収益性収益性収益性のののの高高高高いいいい林業林業林業林業のののの構築構築構築構築

２２２２ 競争力競争力競争力競争力のあるのあるのあるのある木材産業木材産業木材産業木材産業のののの構築構築構築構築とととと県産材県産材県産材県産材のののの利用拡大利用拡大利用拡大利用拡大

３３３３ 木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス利活用利活用利活用利活用のののの促進促進促進促進

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・素材生産量 267千m3  (H22  148千m3／年)

・高性能林業機械保有台数 90台 (H21  44台)

・認証材を使用した建築物の建築棟数 110棟／年 (H22  56棟／年)

・木質バイオマス利用施設数 28施設 (H22  14施設数）

産産産産
業業業業
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 森林資源森林資源森林資源森林資源をををを活用活用活用活用したしたしたした山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化

２２２２ 森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成

３３３３ 森林森林森林森林づくりをづくりをづくりをづくりを推進推進推進推進するするするするボランティアボランティアボランティアボランティア団体団体団体団体のののの育成育成育成育成とととと活動支援活動支援活動支援活動支援

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・里山林の整備面積 1,000ha （H22 － ）

・森林施業プランナー認定者数 20人 (H22 － )

・林業への新規就業者数（年間） 50人 (H14～H22の平均 41人)

・森林ボランティア団体数 100団体 (H22 73団体)

山山山山
村村村村
・・・・
人人人人
づづづづ
くくくく
りりりり

平成３３年度 （１０年後）

参考 H23.3.31現在の人工林の状態

資料資料資料資料 １１１１

Ⅵ 基本方針と数値目標本ビジョンは、森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化を的確に捉え、「森林づくり」、「産業づくり」、

「山村・人づくり」を３本の柱とし、その目指すべき姿を示したうえで、それぞれの実現に向け、基本目標及び

施策推進の基本方針を明らかにし、本県の森林・林業・木材産業の再生を図る。

◆◆◆◆国国国国のののの動向動向動向動向
・森林・林業再生プランの策定(H21)

・森林法の改正(H23)及び森林・林業基本計画の改定(H23)

・公共建築物等木材利用促進法の制定（H22）

・生物多様性基本法の制定（H20）

◆◆◆◆県県県県のののの動向動向動向動向
・山梨県産業振興ビジョンの策定(H23.3)

・森林環境税の導入予定(H24.4)

・山梨県内における公共建築物等木材利用促進に関する

県方針の策定(H23.3)

・林業公社改革プランの策定(H23.12)

Ⅳ 現状と課題

Ⅲ 森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化

＜＜＜＜現状現状現状現状＞＞＞＞
・森林資源の充実、偏った齢級構成（下グラフ参照）

・採算性の悪化等による手入れ不足の人工林の増加

・野生鳥獣被害等の拡大

・路網整備や高性能林業機械導入の遅れ

・製材工場が零細、質・量面で製品供給体制が未整備

・生産者の減少等による特用林産物生産量の減少

・担い手の減少・高齢化、不在村化の進行

・耕作放棄地の増加、里山林の荒廃

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞
・荒廃した人工林の整備、公益的機能の回復

・持続的な木材生産に向けた齢級構成の平準化

・効果的な獣害防除対策の推進

・施業集約化や低コスト作業システムの確立等による

安定的な林業経営の確立

・高品質な製品を供給する加工・流通体制の構築

・特用林産物の生産拡大

・未利用資源の木質バイオマス等への利活用

・新規就労者など担い手の確保・育成

・里山林の整備など森林ボランティア等と協働した取組
１１１１ 役割役割役割役割

・ 県、市町村、森林所有者、森林組合等の林業事業体など、森林や林業に関係する様々な

組織や関係者が役割分担の下、相互に連携

２２２２ 財源財源財源財源のののの確保確保確保確保
・国の補助制度の積極的な活用

・森林環境税や下流域からの負担金を

有効に活用

３３３３ 進行管理進行管理進行管理進行管理
・毎年度、進捗状況や効果等について点検、評価

・森林審議会へ報告するとともに、ホームページ

等で公表

Ⅰ 策定の趣旨 Ⅱ 目標年次

Ⅴ 目指すべき姿と基本目標

● 「森林づくり」、「産業づくり」、「山村・人づくり」を３本の柱とし、その

目指すべき姿を示すとともに、基本目標を設定

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：多面的機能多面的機能多面的機能多面的機能がががが高度高度高度高度にににに発揮発揮発揮発揮されるされるされるされる積極的積極的積極的積極的なななな森林整備森林整備森林整備森林整備のののの推進推進推進推進

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：持続的持続的持続的持続的かつかつかつかつ健全健全健全健全なななな林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業へのへのへのへの再生再生再生再生

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化とととと森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを担担担担うううう人人人人づくりづくりづくりづくり

◆◆◆◆産業産業産業産業づくりづくりづくりづくり

施業の集約化や路網などの生産基盤が整備され、継続的な木材生

産により林業が再生するとともに、木材の加工・流通の合理化が進み、

品質・性能の確かな製材品等が安定的に供給され、住宅や公共施設

で県産材利用や木質バイオマスが利活用されている。

◆◆◆◆山村山村山村山村、、、、人人人人づくりづくりづくりづくり

里山林の再生や耕作放棄地が解消され、野生鳥獣との棲み分けによ

る獣害の減少、森林資源を活用した多様な産業の創出や６次産業化な

どにより若者の定住が進み、山村が活性化している。また、林業・木材

産業を担う高度な知識・技術を有した人材が育っている。

◆◆◆◆森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり

荒廃した森林が再生し、多様な林齢や樹種からなる「健全な森林」が

広がり、公益的機能が高度に発揮されるとともに、安定的・持続的に木

材が生産され、森林資源を無駄なく、有効に活用されている。

１１１１ 公益的機能公益的機能公益的機能公益的機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする多様多様多様多様でででで健全健全健全健全なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全
２２２２ 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな森林森林森林森林づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

３３３３ 安定的安定的安定的安定的・・・・持続的持続的持続的持続的にににに木材生産木材生産木材生産木材生産をををを行行行行うううう人工林人工林人工林人工林のののの整備整備整備整備

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・荒廃した民有林の整備面積 8,000ha  (H22 － )

・山地災害危険地区の整備着手件数 2,328箇所 (H22  2,178箇所)

・森林経営計画認定面積（民有林） 56,000ha (H22  44,484ha)

・林内路網の整備延長 5,340km (H22   4,304km)

森森森森
林林林林
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 生産性生産性生産性生産性、、、、収益性収益性収益性収益性のののの高高高高いいいい林業林業林業林業のののの構築構築構築構築

２２２２ 競争力競争力競争力競争力のあるのあるのあるのある木材産業木材産業木材産業木材産業のののの構築構築構築構築とととと県産材県産材県産材県産材のののの利用拡大利用拡大利用拡大利用拡大

３３３３ 木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス利活用利活用利活用利活用のののの促進促進促進促進

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・素材生産量 267千m3  (H22  148千m3／年)

・高性能林業機械保有台数 90台 (H21  44台)

・認証材を使用した建築物の建築棟数 110棟／年 (H22  56棟／年)

・木質バイオマス利用施設数 28施設 (H22  14施設数）

産産産産
業業業業
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 森林資源森林資源森林資源森林資源をををを活用活用活用活用したしたしたした山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化

２２２２ 森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成

３３３３ 森林森林森林森林づくりをづくりをづくりをづくりを推進推進推進推進するするするするボランティアボランティアボランティアボランティア団体団体団体団体のののの育成育成育成育成とととと活動支援活動支援活動支援活動支援

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・里山林の整備面積 1,000ha （H22 － ）

・森林施業プランナー認定者数 20人 (H22 － )

・林業への新規就業者数（年間） 50人 (H14～H22の平均 41人)

・森林ボランティア団体数 100団体 (H22 73団体)

山山山山
村村村村
・・・・
人人人人
づづづづ
くくくく
りりりり

Ⅶ 計画の実現に向けて

平成３３年度 （１０年後）

現計画現計画現計画現計画（（（（やまなしやまなしやまなしやまなし森林森林森林森林・・・・林業基本計画林業基本計画林業基本計画林業基本計画））））のののの考考考考ええええ方方方方

◆◆◆◆望望望望ましいましいましいましい森林森林森林森林のののの姿姿姿姿

・水と土壌を保全する森林

・森林と人が共生する森林

・木材資源を循環利用する森林

※森林を育てることに重点
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10,000 
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25,000 

30,000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

ha

齢級

齢級別人工林面積 県有林 民有林

現状現状現状現状のままのままのままのまま１０１０１０１０年間年間年間年間

推移推移推移推移したしたしたした場合場合場合場合 ６９６９６９６９％％％％

高齢級高齢級高齢級高齢級のののの人工林人工林人工林人工林

３５３５３５３５％％％％

参考 H23.3.31現在の人工林の状態

※ 齢級の単位は５年（林齢１～５年生が１齢級）

利用可能な高齢級の

割合３５％

現状のまま１０年間推移した場合

利用可能な高齢級の割合６９％

資料資料資料資料 １１１１

Ⅵ 基本方針と数値目標本ビジョンは、森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化を的確に捉え、「森林づくり」、「産業づくり」、

「山村・人づくり」を３本の柱とし、その目指すべき姿を示したうえで、それぞれの実現に向け、基本目標及び

施策推進の基本方針を明らかにし、本県の森林・林業・木材産業の再生を図る。

◆◆◆◆国国国国のののの動向動向動向動向
・森林・林業再生プランの策定(H21)

・森林法の改正(H23)及び森林・林業基本計画の改定(H23)

・公共建築物等木材利用促進法の制定（H22）

・生物多様性基本法の制定（H20）

◆◆◆◆県県県県のののの動向動向動向動向
・山梨県産業振興ビジョンの策定(H23.3)

・森林環境税の導入予定(H24.4)

・山梨県内における公共建築物等木材利用促進に関する

県方針の策定(H23.3)

・林業公社改革プランの策定(H23.12)

Ⅳ 現状と課題

Ⅲ 森林・林業・木材産業等を取り巻く情勢の変化

＜＜＜＜現状現状現状現状＞＞＞＞
・森林資源の充実、偏った齢級構成（下グラフ参照）

・採算性の悪化等による手入れ不足の人工林の増加

・野生鳥獣被害等の拡大

・路網整備や高性能林業機械導入の遅れ

・製材工場が零細、質・量面で製品供給体制が未整備

・生産者の減少等による特用林産物生産量の減少

・担い手の減少・高齢化、不在村化の進行

・耕作放棄地の増加、里山林の荒廃

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞
・荒廃した人工林の整備、公益的機能の回復

・持続的な木材生産に向けた齢級構成の平準化

・効果的な獣害防除対策の推進

・施業集約化や低コスト作業システムの確立等による

安定的な林業経営の確立

・高品質な製品を供給する加工・流通体制の構築

・特用林産物の生産拡大

・未利用資源の木質バイオマス等への利活用

・新規就労者など担い手の確保・育成

・里山林の整備など森林ボランティア等と協働した取組
１１１１ 役割役割役割役割

・ 県、市町村、森林所有者、森林組合等の林業事業体など、森林や林業に関係する様々な

組織や関係者が役割分担の下、相互に連携

２２２２ 財源財源財源財源のののの確保確保確保確保
・国の補助制度の積極的な活用

・森林環境税や下流域からの負担金を

有効に活用

３３３３ 進行管理進行管理進行管理進行管理
・毎年度、進捗状況や効果等について点検、評価

・森林審議会へ報告するとともに、ホームページ

等で公表

Ⅰ 策定の趣旨 Ⅱ 目標年次

Ⅴ 目指すべき姿と基本目標

● 「森林づくり」、「産業づくり」、「山村・人づくり」を３本の柱とし、その

目指すべき姿を示すとともに、基本目標を設定

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：多面的機能多面的機能多面的機能多面的機能がががが高度高度高度高度にににに発揮発揮発揮発揮されるされるされるされる積極的積極的積極的積極的なななな森林整備森林整備森林整備森林整備のののの推進推進推進推進

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：持続的持続的持続的持続的かつかつかつかつ健全健全健全健全なななな林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業へのへのへのへの再生再生再生再生

基本目標基本目標基本目標基本目標：：：：山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化とととと森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを担担担担うううう人人人人づくりづくりづくりづくり

◆◆◆◆産業産業産業産業づくりづくりづくりづくり

施業の集約化や路網などの生産基盤が整備され、継続的な木材生

産により林業が再生するとともに、木材の加工・流通の合理化が進み、

品質・性能の確かな製材品等が安定的に供給され、住宅や公共施設

で県産材利用や木質バイオマスが利活用されている。

◆◆◆◆山村山村山村山村、、、、人人人人づくりづくりづくりづくり

里山林の再生や耕作放棄地が解消され、野生鳥獣との棲み分けによ

る獣害の減少、森林資源を活用した多様な産業の創出や６次産業化な

どにより若者の定住が進み、山村が活性化している。また、林業・木材

産業を担う高度な知識・技術を有した人材が育っている。

◆◆◆◆森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり

荒廃した森林が再生し、多様な林齢や樹種からなる「健全な森林」が

広がり、公益的機能が高度に発揮されるとともに、安定的・持続的に木

材が生産され、森林資源を無駄なく、有効に活用されている。

１１１１ 公益的機能公益的機能公益的機能公益的機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする多様多様多様多様でででで健全健全健全健全なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全
２２２２ 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな森林森林森林森林づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

３３３３ 安定的安定的安定的安定的・・・・持続的持続的持続的持続的にににに木材生産木材生産木材生産木材生産をををを行行行行うううう人工林人工林人工林人工林のののの整備整備整備整備

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・荒廃した民有林の整備面積 8,000ha  (H22 － )

・山地災害危険地区の整備着手件数 2,328箇所 (H22  2,178箇所)

・森林経営計画認定面積（民有林） 56,000ha (H22  44,484ha)

・林内路網の整備延長 5,340km (H22   4,304km)

森森森森
林林林林
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 生産性生産性生産性生産性、、、、収益性収益性収益性収益性のののの高高高高いいいい林業林業林業林業のののの構築構築構築構築

２２２２ 競争力競争力競争力競争力のあるのあるのあるのある木材産業木材産業木材産業木材産業のののの構築構築構築構築とととと県産材県産材県産材県産材のののの利用拡大利用拡大利用拡大利用拡大

３３３３ 木質木質木質木質バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス利活用利活用利活用利活用のののの促進促進促進促進

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・素材生産量 267千m3  (H22  148千m3／年)

・高性能林業機械保有台数 90台 (H21  44台)

・認証材を使用した建築物の建築棟数 110棟／年 (H22  56棟／年)

・木質バイオマス利用施設数 28施設 (H22  14施設数）

産産産産
業業業業
づづづづ
くくくく
りりりり

１１１１ 森林資源森林資源森林資源森林資源をををを活用活用活用活用したしたしたした山村山村山村山村のののの活性化活性化活性化活性化

２２２２ 森林森林森林森林・・・・林業林業林業林業・・・・木材産業木材産業木材産業木材産業をををを支支支支えるえるえるえる担担担担いいいい手手手手のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成

３３３３ 森林森林森林森林づくりをづくりをづくりをづくりを推進推進推進推進するするするするボランティアボランティアボランティアボランティア団体団体団体団体のののの育成育成育成育成とととと活動支援活動支援活動支援活動支援

◆◆◆◆数値目標数値目標数値目標数値目標（（（（１０１０１０１０年間年間年間年間））））

・里山林の整備面積 1,000ha （H22 － ）

・森林施業プランナー認定者数 20人 (H22 － )

・林業への新規就業者数（年間） 50人 (H14～H22の平均 41人)

・森林ボランティア団体数 100団体 (H22 73団体)

山山山山
村村村村
・・・・
人人人人
づづづづ
くくくく
りりりり

Ⅶ 計画の実現に向けて

平成３３年度 （１０年後）

現計画現計画現計画現計画（（（（やまなしやまなしやまなしやまなし森林森林森林森林・・・・林業基本計画林業基本計画林業基本計画林業基本計画））））のののの考考考考ええええ方方方方

◆◆◆◆望望望望ましいましいましいましい森林森林森林森林のののの姿姿姿姿

・水と土壌を保全する森林

・森林と人が共生する森林

・木材資源を循環利用する森林

※森林を育てることに重点
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齢級

齢級別人工林面積 県有林 民有林

現状現状現状現状のままのままのままのまま１０１０１０１０年間年間年間年間

推移推移推移推移したしたしたした場合場合場合場合 ６９６９６９６９％％％％

高齢級高齢級高齢級高齢級のののの人工林人工林人工林人工林

３５３５３５３５％％％％

参考 H23.3.31現在の人工林の状態

※ 齢級の単位は５年（林齢１～５年生が１齢級）

利用可能な高齢級の

割合３５％

現状のまま１０年間推移した場合

利用可能な高齢級の割合６９％

資料資料資料資料 １１１１


